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※は県例規集登載
【告示】

番 号 表 題 担当課名

４２５※ 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害 職員厚生課

補償等に関する条例第１０条の２の知事が

定める金額を定める件の一部を改正する件

４２６ 特定調達契約について一般競争入札により 生活環境政策課

落札者を決定した件

４２７ 県営土地改良事業の工事が完了した件 農山漁村振興課

４２８ 道路の区域を変更する件 高規格道路課

４２９ 都市計画を変更した件 都市計画課

まちづくり室

【選挙管理委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

７２ 地方自治法の規定による条例の制定又は改

廃の請求及び監査の請求をする場合の県議

会議員及び知事の選挙権を有する者の５０

分の１の数を告示する件

７３ 地方自治法の規定による県議会の解散の請

求、知事の解職の請求及び主要公務員の解

職の請求をする場合の県議会議員及び知事

の選挙権を有する者の総数のうち４０万を

超える数に６分の１を乗じて得た数と４０

万に３分の１を乗じて得た数とを合算して

得た数を告示する件



【選挙管理委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

７４ 地方自治法の規定による県議会議員の解職

の請求をする場合の板野選挙区における県

議会議員の選挙権を有する者の３分の１の

数を告示する件

７５ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の規定による県教育委員会の教育長又は委

員の解職の請求をする場合の知事の選挙権

を有する者の総数のうち４０万を超える数

に６分の１を乗じて得た数と４０万に３分

の１を乗じて得た数とを合算して得た数を

告示する件

【公安委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

９ 施設警備業務２級検定の実施期日等を公表

する件



徳
島
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号

平
成
八
年
徳
島
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号
（
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二
の
知
事
が
定
め
る
金
額
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令

和
七
年
八
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
第
一
号
中
「
十
七
万
七
千
九
百
五
十
円
」
を
「
十
八
万
六
千
五
十
円

」
に
改
め
、
同
表
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
第
一
号
中
「
八
万
八
千
九
百
八
十
円
」
を
「
九
万
二
千

九
百
八
十
円
」
に
改
め
る
。



徳
島
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

検
査
室
ユ
ニ
ッ
ト

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
政
策
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
七
年
七
月
三
十
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
大
一
器
械

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
宮
三
四
〇
番
地

五

落
札
金
額

一
億
六
千
七
百
六
十
四
万
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
七
年
六
月
十
三
日



徳
島
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号

次
の
者
の
申
請
に
係
る
徳
島
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

申

請

人

の

住

所

及

び

氏

名

地

区

名

工

事

の

完

了

年

月

日

美
馬
市
美
馬
町
字
高
惣
十
八
番
地
一

沼
田
地
区

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

河
野
正
八
ほ
か
十
四
名



徳
島
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
八
月
十
五
日
か
ら
二

週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
山
城
町
上
名
字
松
竹

尾
五
九
八
番
一
地
先
か
ら

同

字
ウ
チ

旧

五
・
二
～
一
二
・
〇

一
九
二
・
〇

２７

上
名
西
宇

イ
シ
ダ
ニ
五
九
一
番
三
地
先

２

ま
で

同

新

九
・
二
～
四
五
・
一

一
九
二
・
〇



徳
島
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
し
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
図
書
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称
並
び
に
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

徳
島
東
部
都
市
計
画
道
路
一
・
三
・
二
号

一

追
加
す
る
部
分

阿
南
鳴
門
線

な
し

二

削
除
す
る
部
分

な
し

三

変
更
す
る
部
分

阿
南
市
福
井
町
小
野
、
大
坂
、
鉦
打
、
馬
路
、
阿
部
谷
、
中

連
、
土
佐
谷
、
長
野
及
び
吉
谷
、
新
野
町
妙
見
前
、
長
里
、
城

田
、
宮
前
及
び
東
山
、
橘
町
家
の
前
、
六
反
地
、
大
坪
、
鵠
及

び
中
尾
、
桑
野
町
長
崎
、
蛭
地
及
び
井
ノ
原
、
内
原
町
竹
ノ
内

口
、
竹
ノ
内
、
花
折
、
桜
木
、
青
木
、
筒
崎
、
深
田
、
中
分
及

び
柳
橋
、
長
生
町
下
小
原
、
岩
ノ
下
、
北
浦
、
西
山
、
岡
田
、

柳
木
谷
、
タ
イ
ト
ウ
尻
、
豊
田
、
東
天
満
、
山
脇
、
ゴ
ア
イ
田

、
三
反
地
、
下
七
反
、
八
十
田
、
三
倉
中
沢
、
東
高
座
、
上
平

野
、
三
蔵
、
張
及
び
宮
内
並
び
に
下
大
野
町
羽
坂
、
五
反
畑
及

び
渡
り
上
り
の
各
地
内

二

縦
覧
場
所

徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
及
び
阿
南
市
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
の
制
定

又
は
改
廃
の
請
求
及
び
同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
の
請
求
を
す
る
場
合
の
県
議
会
議

員
及
び
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
五
十
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

一
一
、
九
八
七
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
三
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
議
会
の
解

散
の
請
求
、
同
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
解
職
の
請
求
及
び
同
法
第
八
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
主
要
公
務
員
の
解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
県
議
会
議
員
及
び
知
事
の
選
挙
権
を
有
す

る
者
の
総
数
の
う
ち
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

一
六
六
、
五
五
五
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
四
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
議
会
議
員
の

解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
板
野
選
挙
区
に
お
け
る
県
議
会
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
三
分
の
一
の

数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

選

挙

区

名

数

板

野

二
七
、
〇
四
一
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
五
号

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
県
教
育
委
員
会
の
教
育
長
又
は
委
員
の
解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
知
事
の
選
挙
権

を
有
す
る
者
の
総
数
の
う
ち
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
七
年
八
月
十
五
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

一
六
六
、
五
五
五
人



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






